






































































図1 言語記号の ｢表現｣と ｢意味･概念｣(出典 :丸山 2001:100)
この点を踏まえ佐藤 (1996)は,この≪分節機能≫と硯実世界との関係を次のように図示している引`｡
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上述したように,本稿では基本動詞の具体事例として中国語動詞 ｢取 (qu)｣を取り上げ,｢取 (qu)｣の
意味世界を日本語動詞｢とる｣との異同から考察する｡｢取 (qu)｣は,多義性の高い基本動詞であり,｢取 (qu)｣
の意味 ･概念の広がりと ｢とる｣のそれとは大きく異なっている｡例えば,｢取 (qu)｣は,｢里雨傘 (傘を
手に皇旦),｢取悦 (機嫌をi星)｣,堅暖 (暖を主旦),堅遅慎志度 (慎重な態度を主旦).畢景干桂林山水 (桂
林の山水に題材を主旦)｣など,多くの場合日本語動詞 ｢とる｣と対応するが,｢眼鏡を土を (一滴 (zhai),
海で魚を土旦 (一掃 (bu),席を主旦 (-占 (zhan)),宿を土星 (一打 (ding)),船の舵を皇_互 (-掌 (zhang)｣
などは ｢取 (qu)｣とは対応しない｡その一方で,｢堅款 ((銀行で)お金を下ろす),型名 (名前をつける),
堅祭 (楽しむ),堅禍 (災害に遭う)｣などは ｢取 (qu)｣で表現される｡
図3 ｢取 (qu)｣と日本語の対訳













図4 比喰 (類似性 ･近接性)による意味拡張
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-類似性,メトニミ- (喚愉)-近接性,シネクドキー (提愉)という三つの比倫に動機づけられて変容 ･






･シネクドキー (提愉)-一般的な意味 ･概念をもつ表現形式を用いて,より特徴の意味･概念を表す (あるいは
その逆)という比職｡(籾山,2002:62-84)
しかしながら,上図3からも明らかなように,何を類似性 ･近接性と考えるかは言語文化によって異なっ
















それらをいくつかに取 りまとめた用法レベルの概念 (概念レベル2),また,これらすべて取 りまとめた抽
象度の高いコア概念 (概念レベル3)などである (図5参照)｡
一章 I-- 賃 i
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(-･し て い い )(と る )(の )(と こ ろ )
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6-2 中国語動詞 ｢取 (qu)｣のコアおよびコア図式
ここでは,表 1に示 した43例をもとに中国語動詞 ｢取 (qu)｣のコアおよびコア図式を抽出することを試
みる｡その際,抽出の手がか りとして,｢取 (qu)｣を用いると不 自然になる例や ｢取 (qu)｣とその類義語
とのニュアンスの差異にも着 目したい｡
まず,1つ 目の使用条件 として次の例を見てみたい｡




(1)と(2)'を日本語に訳す と, どちらも ｢壁か ら絵を昼旦外す｡｣と訳 される｡ しかし中国語において両者の
意味は異なる｡(1)の ｢取下乗｣は,壁の絵 を取 り外 して自分側にもって くるという意味が含意されるのに対 し,
(2)'の ｢舎下来｣は,壁の絵 を取 り外 した後に自分の ところにもって くるか どうかは含意されない｡別の場
所 に置 くことも考えられる｡このことか ら,｢対象を主体側に移す｣ことが ｢取 (qu)｣を用いる際の 1つ目
の条件 となっていると仮定できる｡2つ 目の使用条件 として次の例を挙げてみよう｡
(3) 他辻屋堅了丙三把雨傘o
(彼は部屋 に入って傘を2本 とってきた｡)
(3)' *取了丙三把雨傘 ,折逆境吸箱｡ (*は非文を表す｡同様)
(*傘2,3本をとって,ゴミ箱に入れた｡)
(4) 今天仇休桐迭昼了不少隻,大感謝了｡
(今 日はあなた達か らいろいろ学ぶことができて,本当にあ りがとうございました｡)









































① ｢移動元｣は,対象 (綱がけ四角)の元あるところであり,｢取 (qu)｣の ｢移動元｣は ｢対象を必
ず主体側に移せるところ/移すことに困難を伴わないところ｣である｡
② ｢移動α｣とは,何らかの手段で ｢対象を移す｣ことである｡｢何らかの手段｣とは ｢手,行動,心
理的な行動など｣を表す｡
③ ｢移動先｣は,｢主体側｣であり対象を扱えるところである｡
④ ｢利用/活用β｣は ｢取 (qu)｣に合意され,明示するときは別のことばで表すO
日本語動詞 ｢とる｣との大きな違いは,第一に,｢移動元｣が ｢必ず対象を主体側に移せるところ｣(と主
体が認識するところ)であるいう点である｡第二に,｢とる｣における ｢操作 ･処理β｣は ｢船の舵/手綱
をとる｣のように ｢とる｣ということばで表すこともあるが,｢取 (qu)｣における ｢利用/′活用β｣は,常
に別のことばで表すという点である｡
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6-3 コア図式による ｢取 (qu)｣の用例の説明
図7は ｢取 (qu)｣のコアを図式表象 したものであ り,文脈上の具体的な用法のイメージ図式ではない｡
それでは,各用法のイメージはコア図式のバ リエーションとしてどのように描 くことができるだろうか｡本













ところか ら主体側にお金を移すことを ｢取 (qu)｣で表 している｡また身近なところに移 した ｢お金｣はそ
の後利用/活用 されることが合意される｡同様に(2)では,｢取 (qu)｣を用いているので,｢服｣はクリーニ
ング店にある他人の服ではなく,店に預けた眼であることが分かる｡つまり.この ｢服｣は必ず もって帰れ










































(qu)｣が用いられると言えるだろう｡また(8)ち,火をつけているス トー ブのそばいると ｢暖 (nuan)｣が得
られることから,ス トー ブの ｢暖｣は,必ず主体側に移せるところにある｡ここでの ｢取 (qu)｣も,｢暖｣
を好んで自分のところに引き寄せ,｢体を温める｣(利用/活用する)ことまでを合意している｡この点を図
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<表 1128)再掲>
<表112)再掲>
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(子どもに名前を2_吐互｡)
(9)は,調べた内容から ｢鉄功労働者の生活｣を題材とするだけでなく,小説を書くことまでを表している｡

























自分側に移したというように ｢取 (qu)｣の意味を解釈することができる.(12)の ｢昼席｣は,(ll)の ｢畢禍｣
- 52 -
コア図式論を用いた中国語動詞 ｢取 (qu)｣の意味記述




















松田 (2006)では,『大辞林 第二版』に挙げられた ｢とる｣の項目10用法73項目を分析した結果から,｢と
る｣は,① ｢元あるところ｣から対象を移動させ,②それを手中に移し,さらに③それを意図に適うように
扱うこともあるという行程を表すとして,図12のようなコア図式が仮設されている｡





コア図式の ｢移動先｣である ｢手中｣は,主体が ｢対象を扱えるところ/利用できるところ｣という意味
の ｢手中｣であり,｢どこか別の場所｣のこともあるし,｢自己の所有領域｣のこともある｡｢移動α｣とは,
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上で述べたように,それぞれの言語文化によって世界 (現象 ･事態 ･状況)の分節の仕方が異なるという
ことは,個々の事例では誰でも経験することである｡しかし,それは対訳を通して個々の事例を理解してい
るに過ぎず,異文化理解という視点に立つとき,対訳を通しただけでは十分に理解したとは言いがたい｡例








コアのレベルで理解することにより,中国語の ｢取 (qu)｣はE]本譜の対訳 ｢とる｣とは全く異なる切り取
り方で世界を切り取っていることが分かる｡そして,日本語母語者は ｢取 (qu)｣のコアを通すことで,｢ク
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溝上由紀 ･柴田昇 (2009)｢『異文化理解』と外国語教育- 教養教育の一形態として- ｣『愛知江南短期
大学紀要』38号,pp.31-42.
Bolinger,D.(1977)MeaningandForm.London:Longman.
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